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想定される用途・連携希望先
貯蔵時や輸送時のアフラトキシン汚染防除に利用できると期待されます。
農産物の輸入商社や穀物倉庫業界との連携を希望します。
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※帝京大学との共同研究の成果です。
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成果の特徴
• 1-プロパノールとメタノールがアフラトキシン産生を抑制することを示しました。
• エタノールはアフラトキシン生合成経路に取り込まれることを明らかにしました。

アルコールによるアフラトキシン汚染低減
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